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ラッ ト顎下腺腺房細胞におけるクロ モ ゲラ

ニ ンの 免疫組織化学的検索

ラ ッ ト 下垂体 前 葉 細胞辺縁部 に お け る細胞骨
格構築 及 びカ ル パ ク チ ン 1 の 局在 に つ い て

’
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Chromogranins（A ，
B

，C）は副腎髄質や 交感神経

系細胞にお いて カテ コラ ミン 、 ATP と共に

貯蔵、分泌されるカテ コ ラ ミン顆粒内可灘 生

蛋白で、その存在は広範で ある 。 唾液腺にっ

いて も報告があるが 、 その 局在や存在意義に

つ い ては不明で ある 。 本研究では こ うした点

を検索するために、こ二重神経支配を受けて い

る顎下腺にお い て 、 クロモグラニ ンの 動態を

免疫組織化学的、電顕 的に検討 した、、Spragu
e−Dawley（SD）系 こ

ラッ トを用い潅流にて Bouin
’

s固定後 、 パラフ ィン切片を作製 しABC法にて

免疫染色を行な っ た 、， 電顕観察 として 聡 蝋 、

araldehyde −2％puraformaldehy．　de，
1）．i野】1ン酸

緩漿液頭7．3を用い た 。 成熟ラ ッ ト黷 下腺で

は クロ モ ゲラ ニ ンは陰性で あっ たが 、副腎摘

出 、 生後発脅、 IPR投与お よひ導管結紮の顎

下腺腺房細胞に陽窪断見力漸尋られ た t、また 、

1w 齢より3w 齢までの ラ ッ トに 、 抗 クロ モ

グラニ ン抗体を腹腔投与 し、電顕的に観察 し

た結果 、 terminal 繊 bu主e　 cei1 と思われ る細

胞が多数残存してお り 、 その発脅が葺磯1され

た 。 これ らの事か らクロ モ グラニ ンは細胞の

分化や増殖 と関係 して ラ ・ソ ト顎 下腺の 腺房細

胞に出現 し、何等かの細胞講節 に関与して い

るこ とが示唆され た、，

　 下垂 体前葉細胞 の よ う な タ ン パ ク分 泌細胞

で は、分泌物 は 開 口 分泌 に よ っ て 細胞 外に 放

出 さ れ る。開 口 分泌 に 細胞辺 縁部 の 細 胞骨格
が ど の よ うに 関与 し て い る か と い う こ と は大

変興 味 あ る問 題 で あ る 。

　 ラ ッ ト下垂 体前葉細胞 の 辺 縁部 に は 、ア ク

チ ン フ ィ ラ メ ン トが束 をな して 存在す る と こ

ろ、比較 的 ま ば ら に 存 在 す る と こ ろ、及 び ア

ク チ ン フ ィ ラ メ ン トが ほ と ん ど 見 られ な い と

こ ろ が あ っ た 。 分泌果粒 は ア ク チ ン 束 よ り も

内方 に 存在 し 、 細胞膜 と ア ク チ ン 束 の 間に は

見 ら れ な か っ た 。 ア ク チ ン フ ィ ラ メ ン トが な

い と こ ろ で は 、多数 の 分泌果粒 が 細胞膜 直下

に 達 して い た 。 こ の ζとか ら 、 細胞辺縁 部の

ア ク チ ン 東は 分 泌果粒 の 細胞膜 へ の 接近 を制

御 し て い る と思 わ れ る 。 ま た 免疫組織 化学法

に よ っ て 、 ミ オ シ ン と フ ォ ド リ ン が下 垂 体前

葉細胞 の 辺縁部 に局在す る こ と が 証 明 さ れ た 。

ミ オ シ ン と フ ォ ド リ ン の 開 ロ分泌 へ の 関与が

予想 され る 。 最 近、Ca：”
依 存 性 の リ ン 脂質結

合タ ン パ ク質 で あ る カ ル パ ク チ ン 1 が 、開 口

分泌 に 関係 して い る こ とが示唆 され て い る 。

抗 カ ル パ ク チ ン 1 抗体を 作成 し て ラ ッ ト下垂

体前葉細胞 で の 局 在 を調 べ た と こ ろ、一
部 の

前葉 細胞 で は 細胞辺縁部が 全周 に わ た っ て 反

応 陽性 と な り 、 あ る 細胞 で は 細 胞辺 縁部 が 部

分的 に 陽性 を呈 した 。 全 く局在 が 認 め ら れ な

い 細胞 も あ っ た 。 カ ル パ ク チ ン 匡が 下 垂 体前’
葉細胞 の 開口 分 泌 に 関 与 して い る こ とが 推測
さ れ る 。
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